
第63期
中間（第2四半期）報告書
平成23年4月1日から平成23年9月30日まで

銘柄コード ７９９９



　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　また、東日本大震災により被災された皆様に、謹んでお見舞い申し上げ
ますとともに、一日も早い復興をお祈りいたします。
　ここに第63期中間（第2四半期）報告書をお届けいたします。

常に革新し
挑戦を続け
社会に貢献する

基 本 方 針
■株主の皆様へ

■事業の経過および成果のご説明
　当第2四半期連結累計期間における経済環境は、欧州の信用不安問題、米国の個人消費の減少や厳しい雇用情勢、
タイの自然災害の影響等により、世界経済の先行きに対する警戒感が高まってきております。
　このような環境の中、主力事業である情報画像関連機器事業では、サイン市場の新しい世界戦略機として作画速度
を従来比で最大約30％向上させた大判インクジェットプリンタ『VJ-1624』を年度前半に投入し、加えて後半には
上位機種として新ヘッド2個を千鳥配列し1走査当たりの作画幅を増やすことで更なる高速作画を実現した『VJ-
1638』を投入いたしました。
　また、その他の事業においては、LED関連製品の販売強化に努め、製造工程目視検査用LEDライトテーブル『LitaVi
（リタヴィ）』を発売し、運動用補助品では自社ブランド『Finoa（フィノア）』の積極的な展開を図り、新たにカラー
テーピング『サッカー日本代表チームバージョン』を発売するなど、新たな柱となる事業の創造を図っております。
　経営成績では、政府・日銀の為替介入の効果も限定的にとどまる中、継続する急激な為替の円高進行の影響に加え、
依然として本格的な回復に至らない世界的な景気低迷の影響を総じて受けることとなりました。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間における業績は、売上高105億79百万円（前年同期比7.3％減）、営業利益
4億63百万円（前年同期比40.2％減）となりました。一方、経常利益においては、急激な円高による為替差損の影響
はありましたが、第1四半期会計期間より新たに株式会社セコニックが持分法適用関連会社になったことに伴い持分
法投資利益を計上したことにより、経常利益6億80百万円（前年同期比23.0％増）となりました。また、特別損失と
して、ムトーベルギー社の開発・製造関連部門の集約に伴う特別退職金等を計上したことから、四半期純損失2億97
百万円（前年同期は5億45百万円の利益）となりました。

　なお、MUTOHホールディングス株式会社ならびに国内MUTOHグループ各社は、業務効率化のため本社機能を自
社ビル（東京都世田谷区池尻3−1−3）に移転することになりましたので、お知らせ申し上げます。新住所での営業
開始は、平成23年12月26日（月）です。これを機に、より一層のサービス向上に邁進していく所存でございます。
　皆様には、今後とも引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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連結決算ハイライト

通期の
業績予想

資本提携している株式会社セコニックに対する持分法投資利益の計上等を勘案し、平成23年8月10日に通期の修正業績予想を公表い
たしました。しかし、当第2四半期においては、円高の進行やムトーベルギー社の製造部門集約に伴う特別退職金等の計上を実施した
ことなどから、四半期純損失が発生しました。
当下半期につきましては、円高傾向の継続や欧米の不透明な経済情勢など不安定な要素が多いため、現時点では合理的に業績を予想す
ることが難しくなっております。従いまして通期業績予想につきましては、現在算定中のため今後明確になり次第速やかに開示いたし
ます。

単位：百万円

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
連�結�業�績�予�想 22,500 1,250 1,600 1,100 （平成23年8月10日公表値）

第2四半期事業別セグメント
売上高（百万円）

情報画像関連機器事業

不動産賃貸事業ならびにその他の事業

情報サービス事業

900 1,263

9,253

・第62期 11,417  百万円

915 1,231

8,432

・第63期 10,579  百万円

・第61期

1,003 1,647

7,862

10,513  百万円

○連結売上高
第63期第2四半期

○連結営業損益
第63期第2四半期

○連結経常損益
第63期第2四半期

○連結当期純損益
第63期第2四半期

○連結総資産額
第63期第2四半期

○連結純資産額
第63期第2四半期

10,579�百万円

463�百万円

680�百万円

△297�百万円

27,898�百万円

18,462�百万円

第60期

第60期

第60期

第60期

第60期

第60期

第61期 第62期

第61期 第62期

第61期 第62期

第61期 第62期

第61期 第62期

第61期 第62期

26,338百万円
14,997百万円

951百万円
1,300百万円

1,394百万円
1,621百万円

604百万円
924百万円

28,301百万円

18,880百万円

21,997百万円
10,513百万円

21,920百万円
11,417百万円

354百万円
△2百万円

1,202百万円
775百万円

325百万円
△34百万円

962百万円
553百万円

217百万円
△269百万円

800百万円
545百万円

28,789百万円 28,462百万円

19,018百万円 19,459百万円

第2四半期

第2四半期

第2四半期

第2四半期
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アジア地域においては中国を中心に堅調に推移している
ものの、北アメリカ・ヨーロッパ地域および国内市場に
おける景気の低迷と、急激な円高の進行と継続による影
響を受け、売上高は前年を下回る結果となりました。
アジアは売上高42億95百万円、営業利益3億25百万円、
北アメリカは売上高11億23百万円、営業利益55百万円、
ヨーロッパは売上高30億13百万円、営業損失27百万円
となりました。

依然としてIT投資は低調に推移しているものの、新たに教
育市場への積極的な販売政策を展開するなど拡販に努め、
加えて継続的なコスト削減効果により、売上高、営業利益
ともに前年を若干上回る結果となりました。
売上高9億15百万円、営業利益35百万円となりました。

不動産賃貸事業においては、安定的な傾向を継続してい
るものの、一部テナントの退去の影響により売上高は若
干減少いたしました。売上高3億99百万円、営業利益2
億29百万円となりました。
その他の事業においては、新製品の積極展開はあるもの
の第2四半期後半の投入のため効果は限定的であり、個
人消費の低迷が続く国内市場の影響から、売上高は伸び
悩む結果となりました。利益面では、経費削減効果等に
より改善状況にあります。売上高8億31百万円、営業損
失6百万円となりました。

売上高
8,432百万円

79.7%

売上高
1,231百万円

11.6%

売上高
915百万円

8.7%

情報画像関連
機器事業

情報サービス
事業

不動産賃貸事業
ならびに
その他の事業

事業セグメントの概況
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新製品『VJ-1638』（1,625mm幅）の特徴は「ハイスピード」。最新のプリントヘッ
ド2個を千鳥に配列し、プリントヘッド1走査当たりの作画幅を増やすことで、最大
48㎡/hの高速作画を実現しました。
さらに、新開発プリントモードと、7種類のドットサイズを解像度に合わせて最適
に組み合わせることで、作画品質の向上も図られており、幅広い用途にご利用頂
けます。
また、オプションとして1,000mlインクパックや手軽に効率的なカラーマネジメント
が行える、測色器『SPECTROVUE VM-10』もご用意しておりますので、プロフェッ
ショナルな皆様の、さまざまなニーズに対応した機種となっております。

最新プリントヘッドを2個搭載した高速大判
インクジェットプリンタ『VJ-1638』を発表

高速大判インクジェットプリンタ
「VJ-1638」

目視検査用LEDライトテーブル『LitaVi』を新発売
異物混入、キズなどのチェックに確かに応える新製品『LitaVi』は目視検査のさま
ざまなシーンで活躍します。
【特長】無段階調光機能で最適な明るさを調整。さらにその設定をキープするた

め、電源Off後の検査再開時にも同じ条件の明るさでの作業が可能です。
◆LED光源のため蛍光灯などに見られる寿命間近の光量の低下がなく、チラツ
キのない均一光で長期にわたって安定した検査が行えます。
◆A1～A4サイズまで各種目視検査に合わせた豊富なラインアップを取り揃え
ています。
◆傾斜角度（0～75°）、高さ（720～1,070mm）を任意に調整でき、あらゆる検査
シーンにお応えできます。
　（MLT-A1にTW-200Aをセットした場合）

設備保全管理システム『M-Draf Facility』
設備保全管理システム『M-Draf Facility』とは
◆設備・機械の点検計画（予防保全）、故障・事故の記録管理など、設
備保全に関する情報を全て一元管理できます。
　　→製造業様ご利用
◆建築設備/電気設備/給排水衛生設備/空調整備などの定期点検
スケジュール/履歴管理を行えます。
　　→ビル（物件）管理・ビルメンテナンス業者様ご利用
◆取扱商品の管理、数量の管理を行えます。
　販売動向/訪問メモなど散逸しやすい定形外の情報管理に最適です。
　　→設備・機械・医療機器販売会社様ご利用

名称
設置場所
稼動開始
点検日
管理責任者

ボイルタンク1
BC工場　D棟
2009年
毎月第三金曜日
技術部

工場敷地図やレイアウト図など
画像を指示してさらに詳細画像を表示 Web環境で提供される

ビジュアルな画像で、
必要な情報を探しやすい

対象機器も画像で簡単に確認でき、
図面や関連情報を容易に取得

記載情報・ビジュアルは管理者が
自由に設定することが出来ます

4



『Finoa ColorTaping　サッカー日本代表チームバージョン』を新発売

カーラッピングの評価開始

素材と機能性にこだわったFinoaのテーピングに『Finoa ColorTaping　サッカー日本
代表チームバージョン』が新登場。
ユニフォームやソックスに
合わせられる15色をライン
アップしました。
固定用（伸縮・非伸縮）テー
ピングやアンダーラップ、キ
ネシオロジーテープまで
Finoaのテーピングは全ての
アスリートをサポートします。

ムトーエンタープライズは、
今後も快適な動きをサポートする各種スポーツ用品を
開発・提供してまいります。

MUTOHの営業車に、車全体をラッピング専用フィルムで包み込むカーラッピングの施工を行い、耐光性や耐
久性の評価を開始しました。

カーラッピングは、好みの絵や文字など
を大判インクジェットプリンタで印刷し
たフィルムを貼ってボディー全体を飾る
もので、欧米では一般的になっています。
日本では、部分的にデザイン画や会社ロ
ゴ等を貼り付けつけるカーマーキングが
主流ですが、今後カーラッピング市場へ
発展していく可能性があります。
MUTOHは、今後のカーラッピング事業
への展開を見据えて、実証試験を始めま
した。

トピックス
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MUTOHホールディングスのホームページをリニューアル
http://www.mutoh-hd.co.jp

トップページを大幅にリニューアル

IR情報のトップページを新設

MUTOHの情報をより詳しく、よりわかり易くお伝えできるよ
う、ホームページをリニューアルいたしました。
トップページでは、「情報画像関連機器事業」、「情報サービス
事業」、「その他の事業」のイメージ画像を自動切替表示してお
ります。また、各種の情報ページにリンクするバナー等も追加
しております。
IR情報では、株主・投資家の皆様へのトップページを新設し、
ご希望の情報を入手し易くしております。
さらに、個人投資家の皆様向けにMUTOHグループの内容をわ
かり易くまとめたページも開設いたしました。
今後も皆様のご要望を反映させなが
ら、ホームページの充実を図ってま
いります。 個人投資家様向けに

わかり易く

3期分の決算数値
をグラフ表示
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■連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）

期　別
科　目

当第2四半期末
平成23年9月30日現在

前第2四半期末
平成22年9月30日現在

前期末
平成23年3月31日現在

期　別
科　目

当第2四半期末
平成23年9月30日現在

前第2四半期末
平成22年9月30日現在

前期末
平成23年3月31日現在

資産の部 負債の部

流動資産

現金及び預金

受取手形及び売掛金

たな卸資産

その他

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

その他

16,530

7,250

4,255

4,276

747

11,367

8,544

526

2,296

1,514

782

17,541

8,004

4,027

4,912

596

10,829

8,889

656

1,283

608

675

17,276

7,601

4,300

4,679

694

11,186

8,809

600

1,775

979

796

流動負債 5,979 5,453 4,991

支払手形及び買掛金 3,252 3,296 2,900

短期借入金及び一年以内
返済予定の長期借入金 − 104 103

その他 2,726 2,052 1,986

固定負債 3,456 3,876 4,011

長期借入金 − 261 245

その他 3,456 3,615 3,766

負債合計 9,436 9,330 9,002

純資産の部

株主資本 20,494 20,682 20,930

　　資本金 10,199 10,199 10,199

資本剰余金 4,181 4,182 4,182

利益剰余金 8,426 8,607 8,862

自己株式 △�2,313 △�2,306 △�2,312

その他の包括利益累計額 △ 2,667 △ 2,256 △ 2,109

少数株主持分 635 615 637

純資産合計 18,462 19,040 19,459

資産合計 27,898 28,370 28,462 負債・純資産合計 27,898 28,370 28,462

連結財務諸表
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売上高の推移（単位：百万円） 通期

10,000 20,000 30,000

1,500

営業損益の推移（単位：百万円）

経常損益の推移（単位：百万円）

当期純損益の推移（単位：百万円）

△500 0 500 1,000

△500 0 500 1,000

第2四半期

通期 第2四半期

通期 第2四半期

△500 0 500 1,000

通期 第2四半期

21,920第62期

第61期 21,997
10,513

10,579

11,417

第63期

1,202第62期

第61期

第63期

第62期

第61期 325
△ 34

第63期

第62期

第61期 217
△ 269

△ 297

545

第63期

354
△ 2

775

463

680

553
962

800

0

■事業セグメントにおける連結会社

事業区分 会社名

情報画像関連機器事業
武藤工業㈱・ムトーベルギー社・ムトーノースヨーロッパ社・
ムトードイツ社・ムトーアメリカ社・武藤工業香港有限公司・
ムトーシンガポール社・ムトーオーストラリア社

情 報 サ ー ビ ス 事 業 ムトーアイテックス㈱・㈱ムトーエンジニアリング

不 動 産 賃 貸 事 業 MUTOHホールディングス㈱・㈱ムトーエンジニアリング・
㈱ムトーエンタープライズ

そ の 他 の 事 業 ㈱ムトーエンジニアリング・㈱ムトーエンタープライズ・
㈱セコニック技研

（注）�1.�平成23年6月に、SEグループ社は、社名をムトーノースヨーロッパ社へ変更しております。
� 2.�平成23年7月に、㈱セコニック技研を設立しております。

■連結損益計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目

当第2四半期
自�平成23年 4 月 1 日
至�平成23年 9 月30日

前第2四半期
自�平成22年 4 月 1 日
至�平成22年 9 月30日

前　　期
自�平成22年 4 月 1 日
至�平成23年 3 月31日

売上高 10,579 11,417 21,920

営業利益 463 775 1,202

経常利益 680 553 962

税金等調整前四半期（当期）純損益 △ 222 655 734

四半期（当期）純損益 △ 297 545 800

■連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

期　別

科　目

当第2四半期
自�平成23年 4 月 1 日
至�平成23年 9 月30日

前第2四半期
自�平成22年 4 月 1 日
至�平成22年 9 月30日

前　　期
自�平成22年 4 月 1 日
至�平成23年 3 月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 604 1,036 1,094
投資活動によるキャッシュ・フロー △� 22 △� 21 △� 372
財務活動によるキャッシュ・フロー △� 476 △� 39 △� 94
現金及び現金同等物に係る換算差額 △� 448 △� 377 △� 441
現金及び現金同等物の増減額 △� 342 597 185
現金及び現金同等物の期首残高 7,592 7,407 7,407
現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 7,250 8,004 7,592
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商 号 

設 立 

資 本 金

本 社 事 務 所 
 

主な事業内容

ホームページ

MUTOHホールディングス株式会社�
（英文社名　MUTOH�HOLDINGS�CO.,�LTD.）

1952年（昭和27年）3月5日�
（創業：1942年（昭和17年）12月）

101億99百万円

東京都品川区西五反田七丁目21番1号�第5TOCビル
Tel.03-5740-8700（代）

グループ会社の経営管理および資産管理

http://www.mutoh-hd.co.jp

取 締 役 会 長
代表取締役社長

髙　 山　 允　 伯
早　 川　 信　 正

取 締 役
取 締 役
取 締 役�

矢 田 裕 治
青　 木　 久　 佳
髙　 山　 芳　 之

常 勤 監 査 役�
監 査 役
監 査 役

竹 田 晶 信
中　 野　 浩　 樹
國　 峯　 信　 成

▪役員（平成23年9月30日現在）

（注）��1.�平成23年6月に、SEグループ社は、社名をムトーノースヨーロッパ社（MUTOH�North�Europe�S.A.）へ変更しております。
� 2.�平成23年7月に、株式会社セコニック技研を設立しております。

　※平成23年12月26日より、次の新住所に本社機能を移転いたします。
　　東京都世田谷区池尻三丁目1番3号　Tel.03-6758-7100（代）

・MUTOH�Belgium�nv
・MUTOH�Deutschland�GmbH
・MUTOH�North�Europe�S.A.

MUTOHホールディングス株式会社

・MUTOH�HONG�KONG�LIMITED
・MUTOH�SINGAPORE�PTE.LTD.�
・MUTOH�AUSTRALIA�PTY.LTD.

・武藤工業株式会社�
・株式会社ムトーエンジニアリング
・株式会社ムトーエンタープライズ
・ムトーアイテックス株式会社
・株式会社セコニック技研

MUTOHグループ会社

・MUTOH�AMERICA�INC.

会社の概要（平成23年9月30日現在）
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■�発行可能株式総数� 170,000,000株

■�発行済株式総数� 54,818,180株

■�１単元の株式数� 1,000株

■�株主数� 4,432名

◆所有株式数別分布状況

個人・その他
28.49％
4,076名

外国法人等
4.67％
48名

証券会社
1.69％
32名

その他の法人等
52.07％
245名

金融機関
13.08％
31名

1単元未満
0.73％
1,583名

1,000単元以上
55.54％

7名

500単元以上
7.81％
6名

100単元以上
12.94％
35名

1単元以上
6.51％
2,218名

5単元以上
3.10％
282名

10単元以上
8.68％
262名

50単元以上
4.69％
39名

◆所有者別分布状況

■�大株主の状況
株　主　名 所有株式数（株） 持株比率（％）

TCSホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 13,220,000 28.76
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,121,399 4.62
武 藤 　 洋 1,855,514 4.04
武 藤 栄 次 1,800,586 3.92
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（中央三井アセット信託銀行再信託分・CMTB
エクイティインベストメンツ株式会社信託口）

1,457,000 3.17

ザ�チェース�マンハッタン�バンク�エヌエイ
ロンドン�エス�エル�オムニバス�アカウント 1,140,000 2.48

ユ ニ シ ス テ ム 株 式 会 社 923,000 2.01
武 藤 郁 子 888,603 1.93
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 733,000 1.59
エヌ・ティ・ティ・システム開発株式会社 712,000 1.55

（注）��1.��当社は自己株式8,854,511株を保有しておりますが、上記「大株主」
からは除いております。

� 2.�持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株式の状況（平成23年9月30日現在）
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株主メモ

ご注意

お知らせ

事 業 年 度
定時株主総会
期 末 配 当 金�
受領株主確定日
中 間 配 当 金�
受領株主確定日
公 告 方 法
�
�

�

1. 住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　�なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行株式会
社にお申出ください。

2. 未払配当金の支払いについて
　�株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

（※1）�当社の株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行株式会社は、関係当局の許認可を前提に、住友
信託銀行株式会社、中央三井アセット信託銀行株式会社と平成24年4月1日をもって合併し、「三井住友信託銀行株式会社」
となります。

（※2）日本証券代行株式会社による取次事務につきましては、平成24年3月末をもって終了させていただきます。

〔株主名簿管理人〕および〔特別口座の口座管理機関〕
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〔郵便物送付先・電話照会先〕
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
（住所・電話番号の変更はございません。）

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
毎年3月31日

毎年9月30日
電子公告により当社ホームページに掲載�
http://www.mutoh-hd.co.jp
※�やむを得ない事由により電子公告をする
ことができない場合には、「日本経済新聞」
に公告いたします。

株主名簿管理人�
� （※1）
郵便物送付先�
�
�
（電話照会先）

東京都港区芝三丁目33番1号�
中央三井信託銀行株式会社
〒168-0063�
東京都杉並区和泉二丁目8番4号�
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部�
電話�0120-78-2031（フリーダイヤル）�
取次事務は中央三井信託銀行株式会社の全国各
支店ならびに日本証券代行株式会社の本店およ
び全国各支店で行っております。（※2）

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
　（株式会社 a2mediaについての詳細　http://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）  MAIL：info@e-kabunushi.com●アンケートのお問い合わせ 「e-株主リサーチ事務局」

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます

株主の皆様の声をお聞かせください

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

Yahoo!、MSN、exciteのサイト内にある検索窓に、
い い か ぶ と4文字入れて検索してください。　いいかぶ 検索検索

ＱＲコード読み取り機能のついた携帯電話をお使いの方は、
右のＱＲコードからもアクセスできます。

携帯電話からも
アクセスできます

空メールにより
URL自動返信

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

http : //ｗｗｗ.e-kabunushi .com
アクセスコード　7999


